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 単層カーボンナノチューブ（SWNT）におけるフォトルミネッセンス

（PL）の励起光と発光のエネルギーは SWNT の励起子のエネルギーに

対応し、また SWNT の直径やカイラリティに依存することが知られて

いる。そのため PL は SWNT の光物性を知るための手法として広く用い

られている。PL の強度、励起光と発光のエネルギーは直径やカイラリ

ティ依存性があることに加え、励起子効果によっても変化することが実

験と理論から示されている[1,2]。これまでの PL の強度計算では[3]、1
粒子近似を用いて計算した光の吸収と発光、フォノン散乱による緩和の

行列要素をかけ合わせて PL 強度を求め、PL 強度と直径、カイラリティ

との関係の議論がおこなわれていた。SWNT の PL における励起子効果

を考えるために PL 強度を励起子描像のもとで計算することが必要とさ

れている。 
 本研究では SWNT の PL 強度における励起子効果と直径、カイラリテ

ィ依存性について議論する。PL 強度の計算には強束縛法を用い、光の

吸収と発光、フォノン散乱による緩和は励起子―フォノンと励起子―フ

ォトン相互作用の行列要素[4]を用いて計算する。PL 強度を計算するた

めに必要な SWNT の励起子のエネルギー分散は Bethe-Salpeter 方程式

を強束縛法により解くことによって求める[1,5]。ここで SWNT の周囲

の環境と SWNT 自身による遮蔽は誘電定数により表現される。発表で

は計算結果と実験の比較もおこなう。 
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